
平成2 8年度 平成2 9年度 平成3 0年度 平成3 1年度 平成3 2年度
87 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 ・・・・・・・・ 8 9 10 11 12 1 2 3

基本設計 実施設計
積算

申請

準備

目標コスト
の確認

構造コスト
比較

各部仕様
コスト比較

基本
概算

概算の
検証 1

概算の
検証 2

発注
支援

積算の
完了

新庁舎に
望むこと

市民利用
エリアの
使い方

広場・
駐車場
の使い方

中学生

ショップ
ワーク

ユニバーサル
デザイン
ワークショップ

ワーク
ショップ
のまとめ

子供たちによる
仮囲いアート

工事中
見学会

ユニバーサル
デザイン

ワークショップ

記念植樹などの
市民参加

アートワーク
ワークショップ

年度
月

全体工程

設計・工事工程
基本設計報告会
パブリックコメント 実施設計報告会 工事説明会 完成見学会

コスト管理

市民ワークショップ

設計期間 工事期間
現庁舎解体
駐車場整備
２カ月前倒し

新庁舎建設

品質保証室
（ISO）

情報
部門

コスト
委員会

環境
デザイン

技術
管理

アーキテクト
サークル

構造

積算

機械
設備

電気
設備

意匠

ＢＩＭ

まちづくり
専門家

インテリア
デザイナー

ＢＩＭ
専門家

オフィス
プランナー

ランドスケープ
デザイナー

発注支援
コンサル

防災
専門家

ＦＭ専門家

管
理
技
術
者

設計チーム

深谷市

市民

市議会 関係
各部課

自治会
ボランティア
サークル

新庁舎
建設
推進室

市内
ＮＰＯ
団体

設
計
推
進
・
サ
ポ
ー
ト
部
門

基本
設計

人

時間

員
数 概算 作図作業・積算

実施
設計

工事
監理

品質管理

定期的なチェック
技術部門の

計画・作図立案・検討等

申請業務

利根川

農業 ( 低地 )

園芸 ( 台地 )
荒川

駅前広場

中心市街地
中山道

国道 17 号

・緑と花のネットワーク
・にぎわいの回遊動線
・温故知新のネットワーク

文教ゾーン

深谷駅

深谷城跡

計画敷地

深谷城

中山道 深谷宿

深谷駅

室
町
時
代

江
戸
時
代

明
治
近
代
化

市立図書館
生涯学習センター

高台院

願誓寺

国道 17号

中山道

深谷駅

新庁舎
西運寺

郵便局

消防署

城祉公園

利根川

深谷小学校

  利根川や荒川の悠久の流れに抱かれ、豊かな自然
の恵みと世界に誇る歴史的資源は「深谷」の魅力
そのものです。
  深谷新市庁舎は、「煉瓦のまち深谷」を新たに発展
させ、江戸時代の「宿場町」であった歴史的資源の
残る中心市街地をつなぎ “新たな回遊性” を生み
だす魅力ある交流拠点となります。
  「温故知新」の精神を受け継ぎ、花と緑に包まれ、
にぎわいや憩いの声があふれる、市民の心のより
どころとなる安心で安全な市庁舎を目指します。

【取組方針】安全・安心のまちづくりのシンボルとなる庁舎づくり
 あらゆる災害に強い 100 年安心市庁舎【安全安心な庁舎】
バランスの良い構造をもち 100 年以上長持ちする 
「安全な防災庁舎」をつくります。
 市民にやさしい庁舎       【市民サービスの向上を目指した庁舎】
人口減少など不確実性時代においても、市民サービス
を提供し、多くの選択肢をもって対応できる
「柔軟性をもった市庁舎」をつくります。
 永く愛着をもって関わるユニバーサル市庁舎
                                                                           【市民にやさしく、開かれた庁舎】
深谷の魅力を凝縮した、市民だれもが
「心地よく、使いやすい市庁舎」をつくります。
 環境と共に生きる市庁舎                【自然環境にやさしい庁舎】
市庁舎自らがエネルギーを創り蓄え、循環する仕組みを
もたせた、「ゼロエネルギー深谷市庁舎」を目指します。
 ＬＣＣ低減を徹底する市庁舎【コンパクトでシンプルな庁舎】
設計・建設・運営管理において、建築意匠・構造・工法
・環境・維持管理の実用的評価を徹底検証しながら進め、
最適な方法で運用し、LCC が少ない、維持管理しやすい
質の高い庁舎をつくります。
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２

３

４

５

 市民と行政とのコミュニケーションを重視
利用者の要望に的確に応えるため、条件整理、課題の
明確化を行い、市と対話を重ね、相互理解を深めて
設計を進めます。
空間構成を含め利用諸室の配置などを協議を重ね、同
意を得ながら柔軟に設計対応を行います。
 的確な人員配置で品質を確保
条件整理や課題の抽出、検討と協議を行う時間を十分
に確保し、設計初期から十分な技術者を動員します。
コスト調整など、負荷のかかる時期にスタッフ増員な
どプロジェクト管理を徹底します。
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・

・

・

・

 設計作業の効率化とリスク管理
重要な検討項目の決定を基本設計の初期段階に集中さ
せ、先行検討型のプロセスで工程の前倒しを図ります。
設計工期を２ヶ月短縮し、チェック期間のゆとりを持ち、
予期せぬリスクを低減します。
 工事期間を短縮
同一形状の基準階平面を活かし、各部材・材料のユニット
化とＰＣ床板を検討し、工期短縮と品質確保、適時実勢
を調査し、工事工期短縮・コスト縮減を行います。
既存の地下躯体を有効活用し、解体工事の縮減、外構・
駐車場工事の工期短縮を行ないます。
構造・工法の選定において、構造形式の比較検討を綿密
に行い、発注者と目標を共有しながら設計を行ないます。
内装工事は、設備との取り合いを単純化し、工事着手
時の事前の調整期間を短縮します。
 「深谷市庁舎生涯ワークショップ」の提案
設計から開庁後の運営まで、生涯スパンで新庁舎を育
てる視点で臨みます。
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・

・

・
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 説明会・ワークショップの開催
「情報が見える」設計プロセスで、設計の節目に説明会・
ワークショップを開催するなど、市の承諾のもと、可
能な限り市の広報等で情報公開し、市民が市庁舎づく
りに関わることが出来る企画を提案します。
 関連機関団体との打合せを開催
市民の各サークル・ＮＰＯ等関連機関団体、学術機関、
民間企業など、連携を密接に図り、共有します。
 インターネットの活用
インターネットを活用し、ホームページ上で設計の進
行状況を広く市民に開示することも検討します。
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 豊富な庁舎設計経験を持つ管理技術者
全国に１５以上の庁舎設計実績をもつ管理技術者が、
市の担当や関係部局と、迅速かつスムースに協働し、
責任をもって業務を遂行します。
 “深谷に根ざした” 設計体制
深谷市に生まれ育ち、現在も深谷市に在住している
建築（総合）主任技術者をはじめ、深谷市の風土や
文化を理解して、庁舎実績の経験豊富な技術者を結集
して臨みます。
 総合力を活かした社内支援体制
社内の「設計推進、サポート部門」などの全社的な
サポート体制を構築し、あらゆる視点から設計内容を
精査し設計チームを支援します。
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 地元の活力を最大限に活かせる設計
内装、家具、外構や植栽など深谷の職人さん、大工さん
や市内企業で対応可能な設計とするなど、地元経済への
配慮を行い、「トータルマネジメント」を実行します。
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　「温 故知新」故きを温め、新しきを知る　－深 谷 市 民の心のよりどころとなる安全・安 心の市 庁舎
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B I M Building Information Modeling

３Ｄで情報共有

－深谷市が生んだ日本近代経済を築きあげた偉人、渋沢栄一翁が座右の書とされた『論語』の最も有名な一節－

 BIM（ビルディング・インフォメーション・モデル）
を活用し、ＣＧや模型を用いてわかりやすくプレゼン
テーションします。

 わかりやすいコミュニケーションツールを活用

作成したデータは、工事や将来の
増築、増床、改修、設備更新など
にも役立ち、深谷市庁舎の生涯
アーカイブ（財産）となります。

 確実なコストコントロール

・

４ コスト高騰への支援体制
建設物価高騰の中で工事発注をスムースに行うため、
年間数十件の公共工事発注を経験する専門の積算主任
技術者が、適切なコストコントロールを行います。  地場産材の活用

瓦、土管、木材など地場産材を積極的に活用します。

・

・

・

・

【実施体制 （業務の取組体制）】全ての利用者の意見を適切に設計に反映 【工程計画】発注者と目標を共有した、適切な工程管理【実施体制 （設計チームの特徴）】数多くの庁舎実績を活かしたチーム体制 【業務推進にあたっての配慮】協働作業で、できるだけ多くの市民意見を反映

地元経済の活性化

『 』

基本設計の初期段階で目標コストを
明確に設定し、基本設計で算出する
概算を実施設計段階でも繰り返し検
証し、コスト管理を徹底します。

イ . 業務実施方針

業務の実施方針として、取組方針、実施体制、工程計画及び業務推進にあたっての配慮すべき事項等について記載すること。

図1-6:工期短縮の工夫と適切なコスト管理を行う業務工程表図1-5:トータルマネージメントによる設計体制図1-4:深谷市の生涯財産になるBIMの活用

図1-3:適切な人員配置

図1-1:歴史的資源をつなぎ“新たな回遊性”を生み出す
図1-2:深谷市ライフサイクルトータルマネジメント 図1-7:南側からみた中心市街地のイラストイメージ


